
密蔵院管理寺務所

お寺の鐘は「時の鐘」と云い、江戸時代に広く普及し、
庶民の生活のリズムを刻む鐘として、朝・昼・晩と時を
知らせる大切な役目を担ってきました。
現在も密蔵院では晩鐘（ばんしょう）を364日（大晦日除く）

突いて、地域の皆さまに夕暮れを告げております。
この度、夏期（4月～9月）の晩鐘時間を、市の防災
行政無線（チャイム：家路）の時刻と同じ午後5時へと
変更し、通年とさせていただきます。
引き続き地域の皆さまへ時を告げる鐘として、大切
に守ってまいります。ご理解の程よろしくお願いいたし
ます。

午後6時→午後5時


